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機関リポジトリの状況
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※共同運⽤リポジトリも1リポジトリとしてカウント 3
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機関リポジトリコンテンツの内訳
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グリーンOAの推進
収載コンテンツの多様化



Open Access から Open Scienceへ

5

“Open Science is defined as an inclusive construct that combines various movements and 
practices aiming to make scientific knowledge openly available, accessible and reusable for 
everyone, to increase scientific collaborations and sharing of information for the benefits of 
science and society, and to open the processes of scientific knowledge creation, evaluation and 
communication to societal actors beyond the traditional scientific community. “
（ DRAFT TEXT OF THE UNESCO RECOMMENDATION ON OPEN SCIENCE, 2021.3.31 ）

オープンサイエンスとは、科学的知識を誰もが⾃由に利⽤でき、アクセス
でき、再利⽤できるようにすること、科学と社会の利益のために科学的協
⼒や情報の共有を増やすこと、従来の科学コミュニティを超えた社会的ア
クターに対して、科学的知識の創造・評価・コミュニケーションプロセス
を開放することを⽬的とした、さまざまな運動や実践を組み合わせた包括
的な概念と定義される。

Open AccessはOSの重要な柱の⼀つ
狭義のOAだけでなく

多様な学術成果（RoV）に対するOAが求められている



機関リポジトリに対する要請
• 公的資⾦による論⽂のエビデンスとしての研究データは原則公開とし、その他研究開発
の成果としての研究データについても可能な範囲で公開することが望ましい。

• 公的資⾦により得られた研究データについて、産学官における幅広い利活⽤を図るため、
2023年度までに体系提起なメタデータを検索可能な体制を構築することも求められる。

• 研究開発を⾏う機関は、データポリシーの策定を⾏うとともに、機関リポジトリへの研
究データの収載を進める。

• 4-2 機関リポジトリへの研究データの収載と研究データへのメタデータ付与の推進
• 研究開発を⾏う機関は、管理対象データへのメタデータ付与を進めるとともに、研究者
による機関リポジトリへの管理対象データの収載を進める。また、分野別リポジトリや
汎⽤リポジトリへの管理対象データの収載を妨げるものではないが、この場合において
も、研究データ基盤システム上での検索を可能とするべきであるため、管理対象データ
へのメタデータへの付与を進める。

• 令和3年4⽉27⽇ 統合イノベーション戦略推進会議「公的資⾦による研究データの管
理・利活⽤に関する基本的な考え⽅」より抜粋
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機関リポジトリへの研究データ登録が明記



オープンアクセスを
取り巻く状況
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Open Accessの推進
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従来の流通プラットフォームを活⽤したOAモデル

従来の流通プラットフォームからの脱却を⽬指したOAモデル



リポジトリとのサービス連携
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ピアレビューサービスとリポジトリとの連携
→既存の出版経路からの脱却を⽬指している



プレプリントによる研究成果共有の加速化
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どう考えていくか︖
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⽇本のOAをどう進むのか︖
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⽇本の研究成果に対するOAの実現
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グリーンOA

研究データのOA灰⾊⽂献のOA

OA出版ゴールドOA

分野リポジトリ



機関リポジトリへの期待と課題
•研究データ公開プラットフォーム
• データポリシの策定

• 機関としての合意をどこまでとれるか︖
• 研究データマネジメント部会(RDM部会)「⼤学における研究データポリシー策定
のためのガイドライン」

• 機関リポジトリの収載対象
• 機関は構成員すべての研究データを受け⼊られるか︖
• 個々の機関リポジトリはZenodoやFigshareに流出している研究データの受け⽫と
なれるか︖

• プレプリントは対象となるか︖COAR語彙は追加された、JPCOARスキーマに追加
される

• OAプラットフォーム
• Green OAの推進

• グリーンOAの需要がなくなることはない︖
• OA出版

• 紀要論⽂の受け⽫にはなっているが、ピアレビュー等の品質管理機能は弱い。
需要はあるのか︖
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JAIRO Cloud
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• 保存、流通メタデータの拡張性
• ワークフロー機能のカスタマイズ性
• プレビュー機能のカスタマイズ性
• ストレージ拡張性
• 機能拡張性

研究成果

研究成果の多様性への対応を考慮して開発



JAIRO Cloudとして
•研究データ公開プラットフォーム
• データポリシの策定

• ポリシの実装とJAIRO Cloudの連動をどのように進めていけるか︖
• 機関リポジトリの収載対象

• 機関は構成員すべての研究データを受け⼊られるか︖JAIRO Cloudとしての受け⽫
提供の需要はありそうか︖その場合の機関との棲み分けはできるか︖コスト負
担モデルは︖

• 機関ストレージの活⽤可能性

• OAプラットフォーム
• グリーンOAの推進

• OA推進のための機能拡張の推進。
• OA出版

• 紀要論⽂の受け⽫にはなっているが、ピアレビュー等の品質管理機能は弱い。
JAIRO Cloudとして対応を検討してくべきか︖需要はあるのか︖

• 他に⾜りてない機能は︖
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議論を深めていければ


